
時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

4/13（木） ～ 4/14（金）S001A

5Sは安全や生産性など多くのことに影響
することが分かりました。

生産性やQCD向上について具体的で良
かった。

他業種の方々から職場の現状を伺って参考
になることが沢山ありました。

グループワークなどを活用しての講習だっ
たので考えながら受講できた。

社員一丸となって5Sに取り組み、生産性向
上に繋がるようになれば良い思いました。

同僚、部下等に5Sの意味を伝えることがで
きると感じました。

5Sを具体例で説明してくれたおかげで、な
ぜ5Sが守られているのか、会社のルールが
存在する意義が分かり今後のモチベーショ
ンになった。

●

●

●

●

●

●

●

職場における業務改善の指導的立場の方で、業務改善スキルの向上を目指したい方

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

1/17（水） ～ 1/18（木）S002A

QCサークル活動というものがどのような
活動でどのような目的で行うかが理解でき
ました。

他の受講生たちの問題や改善方法など勉強
になりました。

今まで知らなかった事や気付かなかった事
など勉強になりました。また、他の人たちの
問題や改善方法など勉強になりました。

小集団におけるリーダーの役割はカリスマ
ではなく、ファシリテーターということを
理解しました。

普段、自分の中で意識していなかったこと
が知識として深まった感じがします。

他業種、他者の取組みや問題点を聞くこと
ができ参考になりました。実際の現場の取
組みに活かせる情報でとても勉強になりま
した。

●

●

●

●

●

●

職場における業務改善の指導的立場の方で、業務改善スキルの向上を目指したい方
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

7/13（木） ～ 7/14（金）S003A

QC七つ道具の使い方が明確になりました。

過去に使用経験のないQC七つ道具を使用
することができ、知識・要領を掴むことがで
きた。

参考書では分からない部分を教えてもらい
ありがたかったです。

データの取り方、グラフの作り方を習得す
ることができました。

検査データについてバラツキの報告を数字
ではなく、表で見やすく説明できるように
なりそうです。

QCで使うグラフの種類や用途について知
れました。難しいところもありますが、普段
の仕事の中でも活かせるなと感じた。

●パレード図 ●特性要因図
●管理図 ●チェックシート
●ヒストグラム ●散布図
●層別

＜QC7つ道具＞

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

8/3（木） ～ 8/4（金）S004A

専門的な知識が良く身につきました。今後、
仕事に役立て行きたい。

今よりも優れた製品を造ろうという意識が
強くなった。

PDCAサイクルの考え方やQC7つ道具に
ついて理解が深まりました。

課題の解決方法が具体的に分かり、業務に
おいて使用できる。

普段聞くことができない他の企業の職場の
話が聞けて、参考になりました。

職場での業務に役立つことを多く学び、又、
解決の方法等を身に付ける（学ぶ）ことがで
きたと思います。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

10/3(火) ～ 10/4(水)

12/5(火) ～ 12/6(水)

S005A

S005B

なぜなぜにより問題解決への掘り下げ方を学
べました。
漠然と作業することがあったので、考える糸口
を掴むことができた。
工程順、時間軸で一度整理する。3現主義を
しっかりと行っていきたい。
解決に繋げることができる講習だと感じた。
グループディスカッションで他の業種の方と
話をしていく中で、いろいろなことが学べ知識
として身に付いた。
コトバしか知らなかった「なぜなぜ分析」の実
践法を学ぶことができました。

●

●

●

●
●

●

“問題発見”や“なぜなぜ分析理解”の
スタートとなるコースです！
S006のコースを受講することで実
践力を身に着けることができます。

時 間 帯

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「なぜなぜ分析による製造現場の問題
解決」 S005

20名 3日 18時間 9:15～16:00 12,000円

2/26(月) ～ 2/28(水)S006A

自分が今まで知らなかった知識が身に付き新
たな考えができるようになりました。
現場改善について、なぜなぜを使って要因追求
の方法を初めて知ることができたし、使うこと
ができました。
真の原因にたどり着けず問題を再発せている
ことが多い。今回の研修は職場で活かせると思
いました。
なぜなぜ分析について手法等を詳しく学ぶこ
とができ今後の業務に活用できそうです。
会社の中で日常に起きる問題点などの解決案
になると思いました。
自分の仕事の整理や物事を論理的に考えるこ
とができそうです。
なぜなぜを行う上での注意点等が演習を行い
ながら理解を深めることができました。

●

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 10,000円

6/22(木) ～ 6/23(金)S007A

問題解決するための仕組みが理解できまし
た（特になぜなぜ分析）。

生産現場の問題解決への理解が深まりまし
た。今後に活かせそうです。

今までどう問題を解決すれば良かったのか
分からなくて困っていたので、受講して良
かったです。

異業種の人の話を聞いて自分の仕事にも役
立つことがあった。

問題解決の方法を改めて身に付けることが
できました。

自分の職場でやられている事に関しての意
味・意義を確認することができました。

日々の仕事でやらない事だったので、新た
に学ぶことができ良かったです。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

9/14(木) ～ 9/15(金)S009A

工場で行っている5S活動や勉強会の意味
がより強く理解できました。

グループワークで自分が思いつかなかった原
因・対策が多く出ていて参考になりました。

PDCAは知っていたがSDCA等知らない言
葉や知識を得ることができました。基本的
な事でも大切な事があると分かりました。

演習でどこか問題点があるか洗い出し、解
決策方法などを学ぶことができた。

他社の人間と話し合いながら改善案を出し
ていく経験は、自社の改善提案の際役に立
つと思います。

会社で抱えている問題点がこの研修でどう
したらいいか分かった。

会社で今回の研修内容を役立てそうだと思
いました。社内に持ち帰り、自ら参加してい
きたいと思います。

問題の捉え方→課題→解決策の提案のプロ
セスが理解できました。

●

●

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

9/11(月) ～   9/12(火)

12/20(水) ～ 12/21(木)

2/21(水) ～   2/22(木)

S008A

S008B

S008C

生産性の向上と低コスト化を目指して、現場担当者の人為的ミスを軽減し、有効な再
発防止策を策定する能力を習得します。事故を未然に防ぎ安全で快適な職場をつく
ります。

①　コース概要
②　ヒューマンエラーとは
　　・ヒューマンエラー概要
　　・ヒューマンエラー発生のメカニズム
　　・行動科学と心理的要因
　　・事例演習「ヒューマンエラー事例からエラーを考える」
③　ヒューマンエラー防止策　
　　・予防安全と発生時対処
　　・設備や作業要素からヒューマンエラーの要因を排除する
　　・担当者の行動からヒューマンエラー発生の要因を削除する
　　・視覚効果を使う
　　・演習「職場のヒューマンエラー問題を明らかにする」
④　現場での定着
　　・定着とは（わかる・動ける・守れる）
　　・間違った3大対策
　　・職場で事例を共有、全員で対策を検討
　　・現場パトロールと無事故シール
⑤　総合演習
　　・職場のヒューマンエラー対策と定着策を立案し、実行策を策定する

ヒューマンエラーを部門別に分解、発生原因追求と短期的・長期的解決策の立
案発表/受講生相互コメント/講師講評と振り返り講座

⑥まとめ

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

生産現場で安全衛生または作業管理を行っている方

筆記用具

プレゼンテーション機器　等

実際に事例から、Whyを考えるきっかけに
なり勉強になった。

他の業種の方々といろいろな問題を共有す
ることができました。

製造現場でよくある事例などを皆でディス
カッションする機会があり学びになりまし
た。

今後、職場でヒューマンエラーを引き起こ
す要因等に注意しながら、作業指示、資料作
成に努めていきたいと思いました。

今まで何となく行ってきたことも講義の内
容を受けて理論・体系立てて職場で伝達で
きそうです。

これまでの自分のミスを振り返り、どうい
う時にミスするのかを理解し、解決できそ
うです。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

4/20(木) ～ 4/21(金)S010A

コミュニケーションや部下に対しての指示
の出し方が参考になりました。

他の会社の人の意見や考えが話し合えて大
変勉強になりました。

相手に伝えるには正確さ、またその必要性
や理由があり、思いだけではダメだという
ことを認識できました。

リーダーの役割、コミュニケーションの大
切さを学べました。

PDCAに沿って業務をスムーズに遂行し、
結果を出すために仲間との連携やコミュニ
ケーションは重要なことだと感じました。

リーダーとして何をすればよいか、自分、職
場の強み、弱みを認識し課題の整理ができ
た

演習をする上で他の人の意見、他の班の意
見を知り、違う考え方知る事ができ、新しい
発見がたくさんありました。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

3/14(木) ～ 3/15(金)S011A

OJTトレーナーに必要なスキルを細かく
教えていただきました。

色々な仕事をしている人と意見を共有でき
ました。

今までのOJTのやり方が誤っていること
に気付くことができました。正しい理解の
下で業務を進めることができます。

後輩指導時に心掛ける要点を教えていただ
きました。自分の立ち位置をもう一度理解
して部下や同僚に指導ができそうです。

このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「仕事と人を動かす現場監督者の育成」
S010

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,500円

1/11(木) ～ 1/12(金)S012A

今まで考えたことがなかったマネジメント
の考え方を知ることができました。

戦略立案のポイントで普段注意されている
ことが明確に理解することができました。

今まで考えていなかった発想が生まれまし
た。他の人と意見交換することで違う考え
も得られました。

実際に発生した問題企業の話は非常に引き
込まれました。知らない考えがたくさんあ
り勉強になりました。

他業種の人と話す機会が得られて刺激にな
りました。

改めて管理者としての職責を再認識しまし
た。マネジメントの手法を是非、職場にて活
用していきたい。

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

5/30(火) ～   5/31(水)

10/23(月) ～ 10/24(火)

S013A

S013B

社内での基準が定められておらず曖昧だった
が、セミナーを受講し正しい基準が理解できま
した。
標準時間の考え方や複数の手法を教わりまし
た。実例の話があり分かり易かったです。
標準時間を設定するための様々な手法がある
ことが分かりました。職場の人と相談して、よ
り良い手法を選びたいと思います。
標準時間を設定することで色々な改善や活用
していきたいです。
原価計算の見直しを求められているため、大変
勉強になりました。
作業の細分化やデータの取り方、標準時間の設
定方法について学ぶことができました。

受講された方の企業様の状況に段階的に対応
した時間管理手法のアドバイスも行います。
IE技術者として的確に業務をこなすポイント
も習得できます！

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

11/20(月) ～ 11/21(火)S014A

業務で作業標準書、QC工程表の作成をするの
ですが、参考になりました。

社内のマニュアルが堅苦しく分かりにくかっ
たため、より深く理解することができた。

作業標準書の作り方を学べる機会は意外と少
ないので、とても勉強になりました。

作業分解というものを初めて知りました。今後
の役に立ちそうです。

これまで作業標準書やQC工程表について学
んだことがなかったので、すごくためになりま
した。

現状、マニュアル類が全くないので、出来上が
ればプラスにしかならないと思います。

「現場のばらつきを抑えるためにはどうしたら
いい？」その悩みに応えるのがこのコースです。
このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「標準時間の設定と活用」 S013

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,000円

8/30(水) ～ 9/1(金)S015A

テンプレートを頂き、また計算式の理論を理解
でき活用できそうです。

日常業務にてデータ分析を行う機会がなかっ
たので、改めてデータ分析の重要性を感じたま
した。

他の会社のことや困っていることなど共有で
きて具体案も頂けました。

QC活動などでヒストグラムなどを使用して
いるのを見たことがありましたが、今日で理解
することができました。

統計という観点で品質管理を考えたことがな
かったので勉強になりました。

検定や推定など新たな手法を知ることができ
ました。

‶得られたデータ活用→問題発見→改善”
データの活用方法の習得に重点をおいています。
このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「生産プロセスの課題と製品の品質向上
のための実験計画法の活用」 S016

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

9/27(水) ～ 9/29(金)S016A

他の会社の方と話ができて、いい刺激にな
りました。

品質保証係の業務内容に直結し、これまで
以上に論理的に整理し品質向上に繋げるこ
とができる。

新しい分析ツールがわかりました。これか
らの業務に活かしていきたいと思います。

新しい分析方法が勉強でき、新たな知見を
得ることができました。

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「生産現場に活かす品質管理技法」
S015

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

6/7(水) ～ 6/9(金)S017A

様々な立場の会社の人からの意見が非常に役
に立ちました。

新たな知識に加え、既存の知識もより詳しく知
れた、参加型の体験が良かったです

講師の方の教え方が分かりやすく、とても為に
なりました。

他社が問題に対してどのような対策をとって
いるか知ることができました。

親和図など様々な方法を学べ勉強になりました。

一人で考えても答えが出なかったとか、受講を
通じて解決することができた。

問題発見力と課題改善力の習得に重
点をおいたコースです。受講者の企
業の現状にあわせた実習内容で、深
く掘り下げていきます。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

／

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

7/6(木) ～ 7/7(金)S018A

業務改善の基本的な考え方を学ぶことができ、
過去の失敗を振り返ることができました。

今の職場の問題を解決する対策方法が見つか
りました。

異業種の方の現状を知ることができ、他社との
作業のあり方、仕方の違いや意見は参考になり
ました。

新たな知識・技術を用いることにより課題の解
決に役立つと思いました。

PDCAサイクル、親和図など改善以外にも使え
る手法を覚えることができました。

ＴＱＭ・ＰＤＣＡサイクルを基本とした
実習を中心に行い、‶改善活動推進と
継続的改善”を行う力を身につけます。

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

1/29(月) ～ 1/30(火)S019A

VEの実践演習が初めてだったので雑学、ア
プローチ方法、考え方について一通り理解
することができました。

仕様選定、コストダウンについて意見出し
ができると感じた。。

VEは聞いたことありましたが初めて学ん
だので楽しかったです。

自分の知識量のなさを自覚しました。今後
邁進したいと思います。

今までやっていた手法を体系化することが
できると思いました。

受講者の実際の実務で使用されてい
る製品等をテーマとした総合演習を
行い、受講後の実務で活用できる資
料の作成を行います。

●

●

●

●

●

製造業における価値の流れの効率化・最適化の把握方法について実習を通じて習得し、そ
れらを用いた問題発見、対策案のグループ討議を通じて総合的な技法と観点を習得します。
①　コース概要
②　VEについて
　　・VEとは何か？VEの必要性について　・VEと併せてVAの違いについて習得する
③　製造現場のVE
　　・製造現場におけるVEについて　・物流現場におけるVEについて
④　VEの実務　　　　　・VEの実務の実際とVEの活かし方
⑤　VEでわかること　　・VEで分かる事、解決の糸口
⑥　VEの活用　・製造現場における日常管理へのVE活用について
⑦　VEの実務　・ポカヨケ・ヒューマンエラー撲滅
⑧　総合実習
　　・VE（設計・開発・加工・組立・検査）の課題設定・目標の明確化
　　・機能定義と構造化、機能価値の程度の策定
　　・課題解決策の提起と評価、評価結果に於ける再検討、提案の確定
　　・発表・討議・講評
⑨　まとめ
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 9,000円

2/29(木) ～ 3/1(金)S020A

親和図を使った問題点の洗い出しで、弊社の状
況を改めて確認し整理することができました。

具体的な内容で業務に反映できるものがあり
ました。

差異分析を行う上で分析の前に差異が起こる
原因を改めて考えることができました。

自社の棚卸差異削減のための運用が正しいも
のか理解できました。

異業種の実務担当者の話が聞けて良かったです。

社内で重要視されていないが実は大変重要で
ある事を改めて実感できました。社に戻り経営
陣に訴えていきたいと考えます。

他の企業がどのように棚卸しているか参考に
なりました。

自社の棚卸業務体制を計画し、
実践的に学んでいきます。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

1/15(月) ～ 1/16(火)S021A

AIの活用を視野に入れていこうと思いまし
た。

AIとloTの違いが分かりました。

生産管理の新しい方式が勉強になりました。

他社での困りごとを知ることができました。

AIに関する大枠を学べました。AIは何でも
できると思っていましたが向いている分野が
あることを知ることができて良かったです。

情報化技術を活用した生産性向上へ！
設備や作業の問題点の洗い出し→加工・処理デー
タを収集→AIの活用と解決に向けた計画書作成
(例)身近なデータによる回帰モデルへ
の予測に機械学習を活用する

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円

11/7(火) ～ 11/8(水)S022A

FMEAは名前は知っていたが、使い方は知
らなかったので現場での問題解決に役立ち
そうです。

製造業もリスクマネジメントが必要（導入
必要）と感じ、問題発生時などの重み付けに
利用できることが分かりました。

開発設計時のリスクマネジメントに活用し
ていきます。

不具合の防止策の作り方について、いくつ
か考え方をもらいました。

リスク低減の手法を学ぶなら
このコースです！

●

●

●

●

新製品開発や製品システム及び工場管理のためのリスクマネジメントシステムの構築を目指
して、リスクを低減する実践的かつ具体的な手法についてケーススタディを通じて習得します。
①　コース概要
②　リスクの見方、分析の指針
　　・危険源の特定の方法　　・リスク分析に必要なパラメータ
　　・リスクアセスメントの方法
③　マネジメントシステムにおけるリスク分析の実施例
　　・品質の分野FMEAとFTA　　・環境、安全、医療、情報、食品、機械分野
　　・CEマーキング、その他分野　　・リスクマネジメントシステム
④　マネジメントシステムの構築と統合
　　・PDCAサイクルと継続的改善
　　・マネジメントシステムの構築方法とリスク低減の具体例
　　・リスク低減のポイント　　・統合マネジメントシステムの構築方法
⑤　ケーススタディとディスカッション
　　・リスクアセスメントの方法
　　・リスクを低減するためのマネジメントプログラムの作成　・リスク管理手順書の作成
⑥　まとめ

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

7/10(月) ～ 7/12(水)S023A

コーチング、ティーチング、𠮟責の仕方など
いろいろ指導方法が解り良かったです。

全く知らなかったGROWモデルなどの知
識を得られた。

部下への指導にコーチング手法を使って育
てていきたいと思いました。

今回受講してコーチングとは何か？ティー
チングとは何か？を知って、自分から後輩
育成を進めていきたいと思いました。

人材育成や作業効率化のためにも欠かせな
いコーチングスキル。様々なコツや場面ごと
の事例を研究しながら実習を通して技術を
身につけていきます。
このコースのあとに受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓

「生産性向上のための現場管理者の
作業指示技法」 S024

●

●

●

●

－ 71 －

 

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

10/16(月) ～ 10/18(水)S024A

監督者になったばかりでどのようにしてい
けば良いか迷っていたので、今回のセミ
ナーで軸を形成できた。　

リーダーの使命・特性・分類を学べ、管理者
としての役割・責任・指示方法を学べまし
た。

挨拶やコミュニケーションの重要性を学べ
ました。

育成指導は社内では講習がないため、方法
を教わりたかったです。

伝えるコツや分かりやすいノウハウなど
を講義や実習を通して学んでいきます。
このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場で活用するコーチング手法」
S023

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円

9/21(木) ～ 9/22(金)S025A

安全についてより深く理解できました。会
社の安全衛生向上に役立てたい。

安全衛生に関して専門的な知識を学ぶこと
ができました。

安全というものが、いかに大事か理解でき
ました。

自分自身が理解していた安全衛生につい
て、再度見直すことができました。

耳にしたことのある話だったが、今回の受
講で理解を深めることができました。

インシデントプロセス法が勉強になりました。

製造現場における災害ゼロを目標と
した安全性の向上をめざして、その
実現に向けた労働安全衛生マネジメ
ントシステムを構築する方法を習得
することを目標とします。

●

●

●

●

●

●

製造現場における生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向
上に向けた労働安全衛生マネジメントシステムを構築する方法を習得します。
①　コース概要
②　労働安全一般
　　・労働災害の現状と事例　・労働安全衛生に関する国際規格の動向
　　・労働安全衛生への日本の対応
③　労働安全衛生マネジメントシステム
　　・用語と定義　・一般要求事項
　　・労働安全衛生方針　・計画、実施、運用、点検及び是正処置
　　・経営層による見直し
④　日本の労働安全衛生法規
　　・OHSAS18001との関係　・労働安全衛生法
　　・その他の関連法規
⑤　リスクアセスメント
　　・リスクアセスメントとは　・危険源の特定
　　・リスクの評価、リスクマネジメント
⑥　総合演習
　　・ケーススタディによる事故原因の分析と対策
　　・各種作業におけるリスクアセスメント
　　・労働安全衛生マネジメントシステムの模擬審査
⑦　まとめ

製造現場において安全管理・作業管理等の業務に従事する技能・技術者等であって、
指導的・中核的な役割を担う方、またはその候補となる方

筆記用具

プレゼンテーション機器　等
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時 間 帯

生産現場における現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた能力要
件に基づく人材育成計画の作成法、作業分析手法、技能指導法（OJT指導法）を習得し
ます。

①　コース概要
②　人材育成実施の要件
　　・製造業における人材育成の現状と一般的課題
　　・部下育成（技術・技能伝承）の重要性および期待される効果
　　・意図的・計画的な人材育成実施に欠かせない基本的要件
③　人材育成計画作成法
　　・能力要件とは（クドバス法、機構の職業能力体系データ）
　　・能力要件一覧表（クドバスチャート）の作成実習
　　・能力要件の分析に基づく人材育成計画の作成実習
　　　　不足技能、技能継承の優先順位などの分析
　　　　育成方法（OJT／Ｏｆｆ－JT）の分類および日程計画
　　・能力要件データの活用実習（能力評価、キャリア形成マップ）
④　作業分析法
　　・生産性向上および技能継承における作業手順書の役割
　　・作業遂行上の急所（重要点）の抽出技法
　　・作業映像とインタビューに基づく急所抽出実習
⑤　技能指導法
　　・職業訓練における指導の原則および指導の4活動
　　・「指導の4活動チェックシート」とその使い方
　　・指導事例の分析実習（適切な事例、不適切な事例）
　　・OJTを想定した指導実習
⑥　まとめ

自社のOJT等の人材育成に従事する技能・技術者であって、指導的・中核的な役割を
担う方、またはその候補となる方

筆記用具

プロジェクタ、クドバス用具一式、パソコン、指導活動チェックシート等

S026A

15名 3日 18時間 9:15～16:00 20,500円

スキルMAP、能力MAPの違い、クドバスの
有効性が理解できた。

能力マップはすぐにでも取り組めるのでよ
かった。

標準書の改訂や電子化、工程の見直し等に
とても役立つ。

暗黙知などの理論が聞け参考になった。

実践を交えて学ぶことができたので分かり
やすかった。

技能継承の業務に活かせる内容だった。

●

●

●

●

●

●

8/28(月) ～ 8/30(水)

CUDBAS（クドバス）は、 A Method 
of Curriculum Development 
Based on Vocational Ability 
Structure （職業能力の構造に基づく
カリキュラム開発手法）の略称です。 
職業教育で養成しようとする人物の
能力を書き出し、それらを構造的に整
理し、人材育成カリキュラムの開発や
研修計画の作成、業務改善につなげ
る手法です。
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時 間 帯社内標準化の推進と活用
（「社内標準は存在するが活用できていない」が悩みの方へ）

「定型業務の標準化」「活用・推進しやすい社内標準化の設計」について学びます

12/13(水) ～ 12/15(金)S028A

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた社内標準の
作成実習を通して、品質の維持向上に必要な知識・技術を習得する。

①　コース概要

②　社内標準化の概要
　　・社内標準化の目的と効果
　　・現在の体制の発表会と講評

③　品質管理と品質保証
　　・法規と認証制度、企業活動と工業標準化
　　・品質マネジメントシステム
　　・国際標準化について

④　社内標準化の推進
　　・進め方と作り方
　　・組織、業務、職務権限の規定
　　・方針管理
　　・品質管理への社内標準化

⑤　標準化の活用
　　・個別標準について
　　・管理とこれからの戦略

⑥　総合実習課題
　　・社内標準の作成、活用方法の検討、運営体制の構築
　　・課題成果物の発表会

⑦　まとめ

工場管理、生産管理、物流管理に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方、またはその候補となる方

筆記用具等

電卓 プレゼンテーション機器

業務マニュアルなどの社内標準化を
図ろうとすると、何をどこまで社内標
準化すればよいかで困る事例がある。
そして、頑張って社内標準化を図っ
たにも拘わらず、「理解に難しい」「活
用し難い」など結果として「社内標
準は存在するが活用・推進していな
い」などの事例が多く見受けられる。
今回のセミナーはマニュアル等の標
準化を実施したが、実務的に対応が
難しいところを探して修正する方法
を学ぶ。また、修正した内容を恒久
的に運用管理出来るように社内規定
等の設定、組織的運用推進も視野に
入れる。

標準作業手順書の作り方を学びたい
方はこちら↓↓↓

「標準作業手順書の作り方と効果的
な現場運用管理」（標準時間の活用と
現場教育の実践応用） Ｓ014
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時 間 帯
製造現場改善のIE活用技術

IE分析手法を学び、実習を通して実務で使える活用技術を習得します。

6/29(木) ～ 6/30(金)S029A

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

生産計画／生産管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けた作業に潜む様々なムダを発見・改善する実践的な IE 手法実習
を通して、生産性の高い作業方式立案と共に実践的な作業管理が行える能力を習得
する。

①　コース概要及び留意事項

②　企業活動と生産性
　　・企業活動と生産性
　　・作業改善と IE

③　IE 分析手法
　　・工程分析（製品工程分析・作業者工程分析）と改善着眼点
　　・稼働分析（ワークサンプリング他）と改善着眼点
　　・動作研究と動作経済の原則
　　・時間研究と標準時間設定
　　・連合分析（人ー機械、組作業）と段取り改善

④　IE 分析実習
　　・実技課題と工程分析実習、ワークサンプリング実習
　　・改善提案と改善実施（グループディスカッション）
　　・討議内容発表
　　・改善効果確認

⑤　まとめ
　　・講評・総括

製造業における生産活動に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を
担う方、またはその候補となる方

筆記用具

プレゼンテーション機器　等

作業の管理・効率化についてさらに
理解を深めたい方はこのコースの前
に受講すると効果的なコースはこち
ら↓↓↓
「標準時間の設定と活用」（効果的な
原価低減活動に繋げる） S013

標準作業手順書の作り方も学びたい
方はこちら↓↓↓
「標準作業手順書の作り方と効果的
な現場運用管理」（標準時間の活用と
現場教育の実践応用） S014
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